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ＬＨＡ､ISH ， ISH111E・ISH， ISH203・ISHXISH100,ＤＡＴ 
ＵＭＩＮ 
Ｓ FLLi1J 
PC-AD・ISH(FM-AD・ISH） ， ＤＡＴＡ・IＳＨＡＤＭＩＣＤＡＴ 
ＵＭＩＮ 
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利用するには，ファイルを提供する前の状態に復
元し，各ファイルをその作動環境に設定する必要
がある．そこで，バッチファイルを作成し，自動
的にシステムを復元する機能をＡＤＭICSのファ
イルに追加した．ＵＭＩＮからＡＤＭICSのファ
イルを転送し，そのなかのＡＤＭＩＣＤＡＴをエ
ディターでバッチファイルであるＡＤＭＢＡＴと
PC-9801およびＦＭＲの両機種に共通のファイ
ル（データ除く）で構成されているＡＤＭ・ISH
に分ける．次に，バッチファイルＡＤＭＢＡＴを
起動させると前述の通信ツールＬＨＡＥＸＥおよ
びISH203EXEによって，PC-9801専用のＰＣ－
ＡＤＩＳＨあるいはＦＭＲ専用のＦＭ－ＡＤ・ISH，
両機種共通のＡＤＭ・ISHおよびデータＤＡＴＡ，
ISHが実行用ファイルに変換され，さらに必要な
ディレクトリが作成された後，ファイルがそれぞ
れ必要なディレクトリに格納ざれ作動する環境に
設定される（Fig.５)．この作業は自動的に行わ
れ，システムを復元するのに要する時間は約13分
程度である．
terを用いてアスキーのJIS７コードに変換して
通信を行った．これにより，文字化けなどの通信
障害を全く生ずることなくファイルの転送を行
うことができた．また，これらの通信ツールも
ＵＭＩＮから転送し利用することも可能になった．
各大学で使用しているパソコンはすべて同一で
あるとは限らず，異なった機種のパソコンでも利
用可能なシステムを提供することが必要である．
そのためには，できるだけ互換性の高いシステム
を開発すると同時に，異なった機種のパソコンで
も共通して利用できるファイル部分とそれぞれの
機種に専用のファイル部分とを分けて提供するこ
とが重要となる．これにより，利用者が使用する
パソコンの機種に対応して必要なファイルを効率
的に利用することが可能であり，また，提供者側
もシステムやデータのメンテナンスを効率的に行
うことが可能となる．また，提供するシステムに
そのシステムを再構築するためのバッチファイル
を添付することにより，専門的な知識が無くても
有用なデータベースの利用が可能となり，提供さ
れたシステムを多くの施設で復元して利用する際
に重要である．
今回の検討により，１)ファイルの登録および転
送には通信ツールを用いる，２)異機種のパソコン
でも利用できるように互換性の高いシステムを開
発する，３)専門的な知識が無くてもシステムが利
用できるようにバッチファイルを作成する，など
の工夫により薬剤情報のシステムあるいはデータ
をＵＭＩＮを介して相互に利用しうることが明ら
かとなった．島根医大病院ではＡＤＭICSをオー
ダリングシステムの端末へ移植することをすでに
試ゑている⑪．薬物療法において輸液および注射
剤の利用頻度は高くなり，それらが併用される場
合が多い現在多くの大学病院で稼働しているオ
ーダリングシステムの端末にＡＤＭICSを移植す
ることにより，薬剤|fllliからの配合変化情報など
の提供あるいは病棟をはじめとする診療部門で
ＡＤＭICSの機能が活かされれば，より適切な薬
物療法を行う上で役立つものと考えられる．
現在，薬剤小委員会ではし'二１毒情報，薬品識別情
報，Fill作用'情報および治験用薬剤､情報についての
おわりに
現在では，全国の国立大学病院においてオーダ
リングシステムが取り入れられるようになり，オ
ーダリングシステムをサポートするための薬剤情
報に関するシステムの必要性が増している．この
ような点から，薬剤情報に関するシステムあるい
はデータベースの開発について相互に協力するこ
とは，より良い医療の向上につながるものと考
えられる．そこで，ＡＤＭＩＣＳをモデルとして，
ＵＭＩＮによる薬剤,情報の共同利用の方法につい
て検討した．
ＵＭＩＮは，東京大学病院のセンターコンピュ
ータに各大学の異なった機種のホストコンピュー
タを接続している点およびバイナリファイルのプ
ロトコルを有しない点など現状のパソコン通信の
ネットワークなどとは異なったネットワークを形
成している．これまで，ＵＭＩＮのホスト間通信
においては漢字の文字化けが報告されている5)．
今回，漢字データおよびバイナリデータを，ＬＨＡ
を用いてファイルを圧縮した後ishfileconver-
病院薬学ＶＯＬ19,Ｎ０．３（1993）254 
2）折井孝男，荻野修，伊勢淳，番場和夫，相良
悦郎，中村幸一，伊賀立二，中川富士雄，開原成
允，中島新一郎，古川裕之，二橋純一,林英一，
木邑道夫，門林宗男，笘野陽彦，西村久雄，見元
尚，牧野和隆，第９回医療情報学連合大会論文
集，ｐｐ､157-160,1990.
3）開原成允，桜井恒太郎，折井孝男，大江和彦，フ
アルマシア，26,1018-1022（1990)．
4）輸液情報システム研究会，これからの輸液療法の
指針と考え方ＡＤＭICS，大塚製薬株式会社，東
京，1988.
5）二橋純一，姉崎健，藤井喜一郎，内藤恭嗣，田
中博，菅野剛史，平成元年度国立大学附属病院
医療情報処理部門連絡会議総会プログラムおよび
医療情報システムシンポジウム・ワークショップ
演題抄録集，ｐｐユ40-142,1990.
6）片桐義博，西村久雄，小村直之，岩本喜久生，病
データベース化を検討しており，そのうち中毒`情
報および治験用薬剤情報については近いうちに提
供される予定になっている．今後とも，各大学病
院がＵＭＩＮで提供・利用するシステムやデータ
ベースなどを相互に協力して作成することによ
り，ＵＭＩＮがさらに有用なネットワークに発展
し，各大学病院の薬剤業務の効率化とレベルアッ
プに大きく貢献すると考えられる．
謝辞ＬＨＡを作成された吉崎栄泰氏,ishfilecon-
verterを作成された石塚匡哉氏，ＡＤＭICSを提供し
ていただいた大塚製薬ならびに登録に援助された元
ＵＭＩＮ事務局の小島基之氏に謝意を表する．
引用文献
大橋靖雄，入江五朗，大槻昌夫，里村洋一，開原
成允，山内－信，高橋隆，井上通敏,平川顯名，
森忠三，北添康弘，野瀬善明，浅野正一郎，石
田晴久，第８回医療情報学連合大会論文集，ＰP、
365-368,1988. 
1） 
院薬学，16,211-214（1990)．
